
地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 
 

施 設 名：通所かがやきの家  

施設種類：グループホーム ・ 小規模多機能型居宅介護施設（該当に○） 

     通所介護 

 

日時：令和 6年１２月 12日（木） 13：30～14：30 

会場：社会福祉法人やまゆり 生活支援ハウスホール 

参加者 

（人数） 

 

 

 

（議題） 

１．利用状況（介護度別、曜日別） 活動報告 4月～11月 

２．個別ケア（口腔ケアについて） 

  

（会議の内容…活動報告、評価、要望、意見、助言等） 

  

議題１.利用状況 

介護度 要介護５ （男性０名、女性 0名） 

    要介護４ （男性 0名、女性 1名） 

    要介護３ （男性 2名、女性 6名） 

    要介護２ （男性 1名、女性 11名） 

    要介護１ （男性 6名、女性 12名） 

    要支援２ （男性 1名、女性５名） 

    要支援１ （男性 1名、女性 5名） 

    事業対象者（男性０名、女性３名） 

登録数                    計 54名 

 

曜日別 月曜日 18名（入浴介助 9名） 

    火曜日 18名（入浴介助 9名） 

    水曜日 18名（入浴介助 10名） 

    木曜日 18名（入浴介助 9名） 

    金曜日 18名（入浴介助 9名） 

    土曜日 17名（入浴介助 13名） 

 

 

利用者代表 ０人 有識者 0人 

利用者家族  2人 
高齢者あんしん支援

センター職員 
1人 

地域住民の代表 0人 出雲市職員 1人 

その他（理事長、施設長、課長、管理者 ） ４人 



令和 6年度稼働率  

  4月 83.9％  5月 84.5％  6月 86.0％  7月 88.6％ 

  8月 92.5％  9月 94.2％ 10月 86.4％ 11月 91.8％ 

                    平均 89.5％ （1日 16名） 

 

議題２．個別ケア（口腔ケアについて） 

    3事例 取り組み紹介 

 

【意見交換】 
 

家族代表：入浴も日によって人数が違うが、男性と女性の利用者さんの

比率はどれくらいですか？ 

➤通所やまゆりも通所かがやきの家ともに男女比だと 1：3の割合で女 

性利用者の方が多い。ご紹介した特浴もあり、これまで浴槽に入りにく 

かった方も安心して入る事が出来て喜んで頂いている。 

 

地域包括支援センター：事業所からはこまめに報告をしてもらっており、サ 

ービスの利用状況が良く分かる。今回は口腔ケアの取り組みについて力 

を入れておられる事が分かりとても良かった。 

➤かがやきの家では個別の関りを大切にしている。デイサービスのプロ 

グラムの中でも一人一人にあったケアが提供出来るようにしていきた 

いと思っている。今回は口腔ケアについてだったが前回は難聴の方につ 

いて等、事業所の職員間での課題を取り組にあげている。 

 

家族代表：難聴の方への対応について大変だと思う。自宅にいる母も難 

聴で声を掛けても全く気付かないで困っているが職員さんはどうされ 

ていますか？ 

➤利用者さんそれぞれ聞こえ方に差はあるが、視覚に訴えるようにして 

いる。声掛けと一緒に本人から見えるようにジェスチャーなどを用いて 

コミュニケーションをとるようにしている。補聴器を利用しておられる 

る利用者も複数名いるが必ず見える位置に行ってから声を掛けている。 

 

家族代表：土曜日に入浴される利用者が多いが職員は何名体制で入浴を

されているか？ 

➤浴室での職員は 2名で入浴の対応をしている。その他に看護職員など

必要に応じて浴室での処置や観察などを行っている。 
 

包括支援センター：活動報告を見て利用者さんは勿論だが職員の皆さんも一 



緒に楽しんでおられる様子が伺えて良いと思う。 

➤職員が楽くなければ利用者の方も楽しくないと思う。レクリエーショ 

ンは職員も一緒に参加して楽しめる内容を意識的に取り入れている。 

 

【まとめ】 

今回口腔ケアについてのアンケートを取り、利用者一人一人の状況を

改めて確認する事が出来た。この結果を活かしながら口腔ケアの大切

さを伝え続けていく事と、一人一人に寄り添うケアが大切であると再

認識した。 

 

 

 

 

 

以上 


